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649 低電流に よる レ ジ オネラ細菌の 殺菌
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（目的）　 レ ジオネラ細菌は在郷軍人病の 原因薩 として 知 られ 、 最近 、 病院等の

ク
ー

リン グタ ワー 冷却水や 24時 間風 呂で検孅 され 、 その 姆策が検討 され て い る 。

本研究で は 、 薬剤添加 に代 る有効 ・簡便な殺菌法の 開発 を 冒的に低電流を用 い た

本細菌の 殺菌法にっ い て 基礎 的な検討 を行な っ た 。

（方法及 び結果） ク
ー

リン グタワー 冷却水 よ り分離 した レ ジ オネ ラ属細菌を 、

WY ◎ 液体培 地 で培 養 し 、 そ の 培養液に種 々 の 無機 塩 を添笳 後 、 白金電 極を設置

した枝付 き三角 フ ラ ス コ に 入れ 、 0．05 〜 03A の 直流電流を通 じ
、 経時的に寒天

平板 法 に よ り生菌数 を測定 した 。

　 レ ジオネ ラ細菌の 死滅速度は 、 印加す る電流の 強 さに比例 して増加 した が 、 共

存す る無機塩の 種類 に よ り 、 その 速度は かな り異な っ て い た 。 試験 した範囲内に

おける最適条件下で は i 〜 4 時間の 通 電処理 に よ り本菌 の 99．9 ％以上 が死 滅 した 。

　
一

方 、
レ ジオネ ラ細菌が 低濃度で 存在す る大 量の 冷却水等の 効果的殺菌 シス テ

ム の 構築を目的に 、 細菌吸着性不織布 に本菌を捕獲 ・濃縮後 、 通 電処理 を行な う

方法 を考案 し検討 した結果 、 上認 と同様 に十分な殺菌が 可能で あ っ た 。
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650 　　 活性汚泥 中硝化細 菌の 血 S君α 解析
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　活性汚泥系にお ける窒素成分の 酸化、即ち硝化遜程は、滋に化学合成独立栄養細菌で ある ア ン モ

ニ ア酸化細繭及 び亜硝酸酸化將蛙菌によ っ て行われて い る 。 しか し、こ れ らは増殖速度 ，増殖収率とも

に非常に低 い ため培養が難 しく、 実際の挙動に不明な 点が多い。近年、分子微生物学的分析法が研

究され 、…部の ア ンモ ニ ア酸化細菌等に特異的なプロ ーブが検II｝，定量に利珊され て いる。木研究で

は 既知の 硝化繭を包括的1こ取 り扱い 、活性汚泥 系の 金硝化細菌の 拳動を加 S伽 で 迫跡す る乎法の確

立を1』的 とした 。 その ために 、 RDP に登録されて い る両硝化細繭群とそ の 近縁菌等 の 16SrRNA の 相

同性を比較する こ とによ り、 各々 数種類か らなる特異的ブローブを柚出 、 作成 した 。 こ れ らの うち

N ゴ‘ro わac εer 属特異的 プロ
ーブ は、サザン ドッ トプロ ッ トによ りN ，　winogradsky と、その 最近縁で

あ り標的鑑基配列が 1塩基遼い の BiJadJrrhizobium　j
’
aponicuni を隊別できる こ とが確認で きた。こ れ

とは別に 、活性汚泥をア ン モ ニ ァある い は蝋 硝酸を添加 した培地におい て植え継ぎを繰 り返すこ と

によ り、3週間か ら8週間穣度で ア ンモ ニ ア酸化紲繭 、 及び亜硝酸酸化細菌が集積でき る と考え られ

た e 現在、DIG ある い は蛍光標識 した h記の プM ・一一ブを用い網11胞標識及び ドッ トア ッ セイに よる定

．羆法に つ い て検討中で ある 。
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